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上記の Brunerの理論に依拠したうえで Benson(2000)は､自己を実体を持った ｢主体｣
ではなく locatl'ng system､つまり､私たちが住む世界 (認識世界 ･文化)もしくは他者と
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要旨
　本研究では人の心の働きは社会・文化に参加することを通じて形作られるという文化心
理学の理論的枠組みに準拠し、特に日米における幸福感・自己知覚に着目したいくつかの
実証研究を通して、文化に適応する結果として獲得される心理メカニズムの解明を試みた。
　まず第1部で、理論的依拠となる文化心理学の理論と、その実証研究の方法について概
観した。
　第2部では、対人関係の文化的性質とそこから派生する幸福感との関わりについて検証
した。第1章ではこれまでの実証研究で得られた知見を分析し、欧米における幸福感は自
己の内的望ましさの最大化によって定義され、自尊心によって強く予測されることが明ら
かになっているのに対して、東洋における幸福感は関係内要素の平衡化によって定義づけ
られ、他者との結びつきを感じることによって得られていることを述べた。そして第2章
の実証研究では、日本においてはアメリカよりも他者からの情緒的サポートの受け取りと
いう相互協調的対人関係の知覚が重要な要素となっており、そこから幸福感が得られてい
るという仮説を検討した。
　第3部においては、自己評価をとりあげた。第1章で、アメリカの文化的状況において
は常に自己が肯定的に評価されるのに対して、日本の文化的状況においては、自己を直接
の評価対象とするような「明示的」指標では自己批判的な傾向が、自己を直接の評価対象
としない「暗黙の」指標では肯定的自己評価がみられることを概観した。そして第2章か
ら第4章までの実証研究を通じて、明示的自己評価はアメリカでアジアより高いが、暗黙
の自己評価に関してはアジアでもアメリカと同程度に肯定的であること、そして双方の自
己評価プロセスが対人関係との関わりを基盤として構成されているため、日本における二
つの自己評価の傾向は一見矛盾するが、相互協調的社会関係の枠組みから考察した場合に
は、二つが共存しうることを検討した。
　最後に本論文で示された知見を統合し、自己システムと文化がどのような関係を持つの
かについての考察を加え、今後の展望を述べた。
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